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第１章 序章 

小 1 プロブレムを防ぐには子どもの発達や学びの連続性を保障するため，幼児期の教育と児童期

の教育が円滑に接続し，体系的な教育が組織的に行われることは極めて重要とされている（文部科学

省，2022）。その具体的な取り組みの 1 つとして挙げられるものが，「幼小接続期カリキュラム」である。

しかし，そのカリキュラムで獲得することができるスキルの基準や具体的な取り組みの行動指標は明確

に定められていない。 

 したがって，本研究において，各都道府県での幼小接続期カリキュラムの取り組みを概観し，新たに

アプローチカリキュラム行動チェックリストを作成し，この作成したアプローチカリキュラム行動チェックリ

ストの項目に基づいた介入プログラムと評価を実際の保育現場で実施して，実際に保育現場で今後

使用することが出来る可能性があるチェックリストとなったのか予備的に検討することとした。 

 

第１章 研究１ 「行動チェックリストの作成」 

接続期カリキュラムのチェックリスト作成にあたり，文部科学省の掲げる幼児期の終わりまでに育って

ほしい子どもの姿に基づき，各都道府県での接続期カリキュラムの取り組みについて概観し，「アプロ

ーチカリキュラム行動チェックリスト」を作成した。 

 

第２章 研究２「作成したアプローチカリキュラム行動チェックリストの 1領域に基づいた介入プログラム

の作成と実施」 

 研究１で作成したアプローチカリキュラム行動チェックリストの項目の一部である「道徳性・規範性の

意識の芽生え」に基づいて，園児に相手の気持ちを考えた行動を促すような 20 分程度の介入プログ

ラムを作成した。 

 同意が得られた園で介入調査を実施し，介入前と介入後での変化の有無について質問紙を用いて

の評価を依頼した。 

研究対象者は，公募や機縁法で研究協力に同意が得られた保育園の年長児男女 15 名に介入プ

ログラムを実施し，介入効果の測定は年長児クラスの担当保育者１名を対象とした。 

 また，介入参加の同意は研究対象の園の年長児本人ではなく，その保護者に依頼を行った。

保護者への依頼方法は，研究対象の園から年長児の保護者に対して研究の同意書の配布を実

施してもらい，研究参加に同意できない場合には返信をもらう形で実施した。 
 介入プログラムの効果を検討するために対象者へ，プログラム介入前後の計２回，下記１.～３．の質

問紙への回答を求めた。 

１． 子どもの強さと困難さアンケート 25項目 

・SDQ日本語版 

２． 社会的スキル尺度 16項目 

・幼児用社会的スキル尺度 保育者評定版(金山，2011) 

３．研究１で作成したアプローチカリキュラムチェックリスト 24項目 

  

 調査対象は全 15名であったが，介入当日の欠席者 1名を除いて，計 14名を分析対象とした。プロ

グラムの有効性を明らかにすることを目的として，時期（プログラム実施前（pre），プログラム実施後

（post））の２時点における，①適応感，②幼児の社会的スキル，③アプローチカリキュラム行動チェック

リスト得点を従属変数とした対応のある t 検定を実施した。さらに，今回 10 個の下位領域の中から「道

徳性・規範意識の芽生え」に着目して作成したアプローチカリキュラム行動チェックリスト基づいた介入

プログラムの実施の結果，着目した「道徳性・規範意識の芽生え」の領域の変化について調べるため

に，時期２（プログラム実施前（pre）・プログラム実施後（post））×アプローチカリキュラム行動チェックリ

スト下位領域 10（10領域）の 2要因分散分析を実施した。 

 また，今回データが 14名と少なかったことから，今回の介入が被験者にどのくらい効果を及ぼしたの

かどうかを調べるために，時期 2（プログラム実施前（pre）・プログラム実施後（post）)とアプローチカリキ

ュラム行動チェックリスト下位領域 10 の 2 要因の分散分析の結果，交互作用が認められた領域につ

いては，効果量を算出した。 
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適応感，幼児の社会的スキル，アプローチカリキュラム行動チェックリストの 3尺度ともプログラム実

施前（pre）とプログラム実施後（post）の間の有意差は，p < .05であった。このことから，3尺度ともプロ

グラム実施前（pre）とプログラム実施後（post）との間に有意傾向が認められた。 

③アプローチカリキュラム行動チェックリストの 10 個の下位領域のうち，「協同性」，「いろいろな人と

の関わり」，今回介入領域とした「道徳性・規範意識の芽生え」の 3 つの領域において交互作用が認

められた。 

 今回介入した領域である「道徳性・規範意識の芽生え」の部分については，効果量が 1.16 となり，交

互作用が認められたその他の領域，「協同性」，「いろいろな人との関わり」部分と比べて，高い効果量

であった。このことから，今回の介入における効果が認められた。 

 

今回作成したアプローチカリキュラム行動チェックリストが実際の保育現場において幼小接続カリキ

ュラムの行動指標ならびに幼小接続期カリキュラム実施の際のカリキュラムの取り組みの判断基準とし

て有用であることが示された。 

このことから，実際の保育現場で，今回作成したアプローチカリキュラム行動チェックリストを用いた

評価ならびに作成した介入プログラムを実施して保育者からの感想を得る事で，今後の研究で改善

するべき部分を明確に把握することができた。 

 一方，今後本研究で作成したアプローチカリキュラム行動チェックリストを実際の保育現場で明確な

行動指標ならびに評価の際の指標として用いるためには，信頼性と妥当性を明らかにすることが課題

として挙げられる。 

今後の研究では，本研究で作成したアプローチカリキュラム行動チェックリストの信頼性・妥当性を

明らかにすることで，実際の保育現場での接続期カリキュラム指導の際の行動指標や，保育者が接続

期カリキュラムの取り組みの成果を判断する際の明確な判断基準として，今回作成したアプローチカリ

キュラム行動チェックリストの使用が期待される。 
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